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修±論文要旨
上腕三頭筋腱複合体の形態的・機能的特性と
　　　上肢反動動作パフォーマンスの関係
The　Re1ationships　Betweenthe　CounterMovementPe㎡ormancebyUpperLimb
　　　　mdMorpho1ogica1orFunctiona1Characteristics　inTriceps　Brachii
村田　浩一郎（Koichiro　Murata）指導　福永　哲夫教授
【緒言】腱組織の動態は、超音波診断装置を用いることで、
ヒト生体内におけるリアルタイムでの実測が可能になり、
それら先行研究の結果は、腱組織の粘弾性特性が張力の伝
達過程に影響を与えることを示唆している。Kubo　et　a1．
（1999）は、腱組織の弾性が、反動を用いた垂直跳びの跳躍
高増加率と関係することを報告し、個人問における腱組織
の特性の差異が、身体パフォーマンスに影響を及ぼすこと
を示唆した。しかしながら、これまでの腱組織の弾性特性
を定量した研究のほとんどは、下肢について実施されてき
た。腱組織の弾性特性は部位によって異なり（Kubo　et　a1．
2004）、とりわけ抗重力機構から解放されている上肢の腱組
織は、その役割も下肢とは異なる可能性がある。
　本研究は上腕三頭筋腱の弾性を定量し、上肢反動動作パ
フォーマンスとの関係について調査することを目的とした。
防法】上腕三頭筋腱伸長量の測定には、健康な男子体育
学部生31名（年齢21．8±3．1歳，身長I71．7±6．4㎝，体重65．9
±l1．4㎏）が参加した。被検者は測定台上で座位姿勢をとり、
胸部を非伸縮性のストラップを用いて固定した。運動課題
は等尺性の肘関節伸展動作であり、ランプ状の力発揮を実
施した。Bモード超音波診断装置（SSD－6500，ALO鮎）
を用いて上腕三頭筋外側頭筋腱移行部（MTJ）の超音波画
像を記録し、ランプ状の力発揮中のMTJ移動量を計測した。
　本研究では筋張力（F）一腱伸長量（L）関係における2回
帰直線の傾きの差を検定することにより、F－L曲線の変曲
点を求め、変曲点以降の回帰直線の傾きを各個人のス
ティッフネス（N／mm）とした。また、躍弾性特性を表す
指標として、次式を用いてYoungls　modu1us　Indexを算
出した。MTは上腕三頭筋厚を表し、UALは上腕長を表す。
Youngls　modulus　Index＝　（F／MT2）／（L／UAL）
　パフォーマンステストを実施した被検者は、上腕三頭筋
腱伸長量の測定を実施した被検者のうちの23名であった。
そのうち9名が大学部活動（体操競技5名、ウェイトリフ
ティング4名）に所属する鍛錬者群（年齢20．1±3．1歳，身
長169．3±7．1㎝，体重68．6±16．0㎏）であり、I4名が非鍛
錬者群（年齢22．9±3．1，身長173．2±5．6，体重64．3±7．5，
平均±標準偏差）であった。パフォーマンステストは、ス
レッジ装置（Inclined　Squat，VINE）を用いた両腕の突き
放し動作を実施した。スレッジ装置は地面に対して15。に
設置し、着手面にはフォースプラットホーム（9281B，
Kist1er）を固定した。被検者はスレッジ装置上で頭を下に
して仰臥位になり、アームスプリング（AS）と反動を用い
たアームスプリング（CMAS）を最大努力で実施した。分
析項目はスレッジ装置の移動距離（Cm）と反動効果によ
る増加率（PA：％）であった。
【結果】腱組織の弾性特性を表す指標であるスティッフネ
スは、被検者全体でみると、ASとCMASのスレッジ装置移
動距離、及びPAのいずれとも有意な相関が得られなかった。
しかしながら、鍛錬者群内ではスティッフネスが高くなるほ
どPAが有意に低くなる傾向を示した（r＝イ．79，p〈O．05）。
　Younglsmodu1usIndexはASとCMASのスレッジ装
置移動距離と有意な相．関関係は確認できなかったものの、
Youngls　modulus　Indexが高くなるほどPAが有意に低
くなる傾向を示した（r＝一〇．44，p＜O．05）。
【考察】本研究では、鍛錬者群内においてのみスティッフ
ネスとPAの間に有意な負の相関関係確認された。この原因
としては、鍛錬者群が非鍛錬者群と比較して、腱弾性特性
を十分に生かしたパフォーマンスを実施している可能性が
挙げられる。CMASのPush－offphaseにおいて、主働筋と
して活動する上腕三頭筋から得られたEMGの積分値は両
群間に有意な差は存在しなかった。しかしながら、その際
拮抗筋として活動する上腕二頭筋から得られたEMGの積
分値では、鍛錬者群が非鍛錬者群よりも有意に低値であっ
た（p＜0，05）。これは、鍛錬者群が合目的的な運動を実施
できていた可能性を示している。
　一方、これまで腱組織の材質は、ヤング率によって表さ
れてきた。しかしながら、上腕三頭筋腱は、その形状が膜
状であるため腱断面積を測定しにくい。さらに、麗の初期
長は停止部の視認が困難なため定量し難いという特徴を持
つ。そこで本研究では、ヤング率と類似した値を反映する
と考えられるYoung’smodu1usIndexを算出した。その
結果、Young’s　modu1us　IndexとAS，CMAS間には有意
な相関関係がみられなかったものの、PAとは有意な相関関
係が確認された（r＝O・44，p〈O．05）。これは、腱の材質が
反動動作に影響を及ぼした可能性を示唆するものである。
っまり材質として柔らかい腱の方が、反動動作にとって有
利に作用する可能性を示している．
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